
 薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」 
～覚醒剤、大麻等の乱用をなくそう～ 

～薬物乱用の実態～ 
 日本は、覚醒剤、大麻等の大きな消費国となっており、県内で覚醒剤等

の薬物事犯で検挙された人は、平成 8年以降、高水準が続いています。 

 薬物乱用の恐ろしさは、“依存性”を持っているということです。 

 繰り返し使用するうちに、薬物の中毒症状として、妄想や幻覚が現れ、無

関係の人々を巻き込む殺人や放火などの二次犯罪を引き起こす等その悲劇

は本人のみにはとどまりません。 

 覚醒剤や大麻は、興味本位から気軽に手を出したり、 

やせる薬などと騙して勧められたり、何か格好良いもの 

のように錯覚して安易に手を出してしまう人もいます。 

 覚醒剤等の薬物を社会から追放するためにも、甘い誘いにのらないことは

もちろん、周りで覚醒剤等の薬物を扱っている人を見たり聞いたりしたとき

は、最寄りの警察署、交番、駐在所までご連絡ください。 
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事件・事故 緊急事案は  

１１０番 

警察の相談ダイヤル  

＃９１１０ 
１１０番は緊急通報のための 

専用電話です。 

 緊急性のない相談などは、警察 

相談専用電話「＃９１１０」など 

専用電話を利用してください。 

               

 警察官・警察職員は、部署に
よって役割は異なりますが、

日々、『県民の安心と安全を守
る』ために働いています。 
人と話すのが好き、パソコン

作業が好き、語学を勉強してき
た、こうなりたいという想いや
夢など、あなたの経験やスキ

ル、特技、想いなどから挑戦し
てみませんか。 
 きっとあなたの「やりたい」が
見つかり、そこでの活躍が『県
民の安心と安全を守る』につな

がっていきます。 

    

つつじが丘交番犯罪発生状況  令和 8年 4月中 

   ・置引き 1件    ・自転車盗 2件   ・車上ねらい 1件 ・詐欺 1件 ・偽造 1件 

 ・性的姿態撮影等処罰 1件         ・器物損壊 1件 

つつじが丘交番勤務員の色川です。 
無施錠の自転車が盗まれる被害が発生しています。 
常日頃から、施錠の意識づけをしましょう。 

タイヤの盗難被害が連続発生！ 
5月中、市内の民家の敷地内に置いてあったスタッドレスタイヤの盗難被害が連続発生しました。 

・施錠できる倉庫等においてタイヤを保管しましょう。 

・防犯カメラやセンサーライト等で防犯力を向上させましょう。 

 

 


